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異読注と有益な critical notes を備えていて、タイプミスもなく、完璧に近
い状態である。さらに、和訳も流暢であり、十分な訳註が施されている。こ
のことは著者のサンスクリット語、チベット語、漢語、そして日本語を含め、
運用能力が博士論文執筆に求められるレベルに到達していることを示すもの
である。
一言を呈すれば、目次構成が分かりにくい。序論に１，２章を当てるのは
まだしも、本論を３章から始めるのはいかがかと思う。序論と本論の章立て
は別にすべきであろう。テキストと和訳の対応個所の略号も一工夫したほう
がよいと思われる。もっとも、これらはなんら論文の価値を左右するもので
はない。
以上のことから、本論文は課程博士論文として充分に値するものであると
言える。
なお、本論文は『文殊師利根本儀軌経』という 55 章からなる浩瀚なテキ
ストのうち、第４～７章という十分の一弱程を取りあげたものである。望む
らくは、この難解なテキストの全貌が解明されることを期待するものである。
著者ほどの力量が有ればそれも十二分に可能であろう。
